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自殺者救済活動 

2 月 1 日～2 月 29 日 

電話件数 216 件 

メール相談 4 人 

保護件数 4 件(男性 1 名、女性 3 名) 

帰宅件数 3 件(男性 1 名、女性 2 名) 

○7 日、男性と女性を別々に保護。 

○13 日、三段壁から電話があり、男性から助け

てほしいとの内容だった。すぐにいけないとこ

ろにいた私は、少し待ってもらうことになると

伝えて保護に向かった。男性との待ち合わせ場

所として臨時交番の前とした。十数分後、警察

から電話があり、男性が警察へ交番の直通電話

を使い助けを求めたようで保護に向かってい

るとのことだった。そのまま警察が保護。家族

が迎えに来た。 

〇17 日、女性を保護。この日、和歌山県の自殺

対策有識者会議だったが、保護を優先した。こ

の女性は、大阪で生活保護をもらっていたが、

住んでいるアパートでいじめられ、生活保護の

ケースワーカーにあらぬ噂を流された、住めな

くなったとのことだった。とにかく人材派遣で

働くと、翌日には大阪の人材派遣会社に面接を

取り付け、大阪へと向かった。 

〇18 日、女性を保護。帰りたくない気持ちが強

く、しばらく滞在することに。 

 

生活自立支援活動  

2 月 1 日～2 月 29 日 

 滞在者数 18 人(男性 14 人、女性 4 人) 

○10 月に保護した 80 代女性は、同じ 80 代の

女性のわがままで非常識な行動に嫌悪感が増

し、同じ食卓で食事をすることがしんどくなっ

た。赦そうと努力している。 

○10 月から滞在している 20 代男性は、独自に

勉強を始めた。学力をつけ高卒の資格を取りた

いという気持ちは本物だ。ギターの練習にも熱

が入っている。 

○コンビニとまちなかキッチンで働く 20 代女

性は、コンビニでも仕事が増えて来た。 

○デイサービスに週 3 回行き、ヘルパーがほぼ

毎日入っている 80 歳の男性は、仲の良かった

70 代の入院している女性のことが心配で、毎日

祈っている。 

○タクシーの運転手になるために二種免許取

得に向けて動き始めた男性は、いよいよタクシ

ー運転手として研修が始まった。 

○糖尿病を患っている男性は、どうしても外へ

就職をしたいという気持ちが変わらない。健康

のために食生活が守られるならばいいが・・・。 

○まちなかキッチンでの訓練に集中すること

になった男性は、手話とギターの練習をずっと

頑張っている。 

○共同生活3年になる男性の変化が目覚ましい。 

ピントが合っている感じだ。 

○共同生活に加わって一年経つ女性は、元気が

出てきた証拠だと思うが、今まで気が付かなか

ったことが気になるようになってきた。あそこ

はこう片づけた方がいいのではないか、あのや

り方よりも、このやり方の方がいいのではない

かなど。 

○7 月初めから共同生活に加わっている男性は、

時間の中で仕事をすることが苦手で、決まった

時間の中で動くことが訓練だと思って取り組

ませているが、ストレスをためているようだ。 

○5 月から滞在し脳神経外科を受診している男

性は、動作法で体をほぐしてもらうことを続け

ている。 
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〇70 代女性が骨肉腫で入院している。 

〇40 代男性は、2 月 11 日からスタッフとして

加わる男性のための家の清掃で、一生懸命な働

きぶりを発揮した。自分を律する自制心が強く、

毎日の生活を規則正しく、ルーティーンにして

いく力がある。 

〇先月ホテルで働き始めた 40 代の男性は、朝 5

時半には職場に行き、14 時過ぎに帰って来る毎

日を過ごしている。とにかく働ける喜びを感じ

ているようだ。 

〇10 月に近所のアパートに引っ越してきた女

性は、人との関わりで、高圧的であったり、上

から目線であったり、周りを不快にさせること

が多い。何度か時間をとって改善するように話

をしているが、長く続かない。 

 

自殺予防活動  

・相談電話 

 5日、12日、19日、26日に行なった。今月も1

人の相談員が休まず電話相談にあたった。 

 

・少年少女漂流隊 

校内宝探しゲームを行った。 

 

 

・放課後クラブ・コペルくん 

 変わらず開催。 

 コロナウイルスの影響で、状況が落ち着くま

でお休みする家庭も出て来た。 

 私たちも活動を休止するか検討中。 

・山の畑を再開 

 
2月11日からスタッフとして加わった青田喜八

さんが担当し、仕事に行くことができない共同

生活者たちと一緒に畑仕事を始めた。 

 

・食品衛生戦帰任者の講習に参加＆資格取得。 

 

まちなかキッチンから私と他1人が資格取得の

ために講習を受けた。 

 

・まちなかキッチンが、ホテルむさしの社内食

堂を任されることになった。 

 関西ミールサービス様の後を引き継ぎ、2月

25日から始まった。 

 


